
学校番号 3019 

令和２年度 理数科 

 

教科 理数科 科目 理数物理 
単位

数 
２単位 年次 １年次 

使用教科書 改訂版「物理基礎」 （数研出版） 

副教材等 三訂版 リードα物理基礎・物理（数研出版） 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

物理は「法則」と「定義」でできている。法則の内容を理解し、それを定義に従い数学によって

表現し計算する。物理は覚える学問ではなく「理解」が中心です。「分からない」原因は①言葉

の意味が理解できていない。②定義を覚えていない。③物体の動きがイメージできない。④数学

が苦手である。 この４つです。定義は人が決めたもので法則を表すための方法を示しています。

その定義にしたがい数学という言葉を使って法則を表現します。物理では徹底的に論理的に思考

を進めます。理由もなく、「そう思う」「そうなりそうだから」「そんな感じがするから」は何

の役にも立ちません。１年間頑張っていきましょう。 

２ 学習の到達目標 

○問題集の基本問題は全員が解くことができる様になること。 

○ベクトルと三角比は数学より物理で先に学習するのでしっかりと理解すること。 

○数学を使って物理を解法するおもしろさが分かること。 

○自然界に存在する美しい法則性に気づくこと。 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c:技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

・授業内容に積極的

に関心を示し意欲的

な態度で授業に臨

む。 

・定期考査や小テス

ト後の反省と理解の

ための前向きな態

度。 

・班活動での積極的

な話合いの態度。 

・授業中にしっかり

と考え判断する姿

勢。 

・質問に対する反応

と回答の表現。 

・班活動での話合う

姿勢と発表内容。 

・数学的解法技能。 

・レポート作成技能。 

・班活動におけるコ

ミュニケーション技

能や班をまとめ機能

させる技能。 

・予習復習による知

識や理解。 

・問題集等の解答に

よる知識や理解の

進展。 

評
価
方
法 

・授業に関心を示し、

積極的に参加する態

度を観察評価。 

・質問に対して意欲

的に考える態度を観

察評価。 

・テスト後の反省と

前向きな態度及び提

出物等の内容評価。 

・班活動での話合い

の態度や発表内容評

価。 

・定期考査の得点に

よる評価。 

・授業中の質問に対

する回答の仕方や的

確さによる評価。 

・班活動での話合い

や発表の内容及び表

現の的確さによる評

価。 

・定期考査や小テス

トでの数学的解法技

能を評価。 

・レポート等による

説明や表現技能を評

価。 

・班活動における班

長等役割の技能を評

価。 

・小テストや定期考

査の得点による評

価。 

・授業中の質問に対

する解答の的確さ

による評価。 

・ノートなどの提出

物による評価。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 



４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

前
期 

運
動
の
表
し
方 

１．速度  ○   a:物体の運動の仕方を数学的

に表現することに関心を持つ 

b:公式の意味を理解し使うこ

とができる 

c:２次関数の意味が理解でき

使える 

d:放物運動の理由が理解でき

る 

・小テスト 

・定期考査 

・ノート記述 

・テストの解

答の再提出 

・ 班活動の

様子 

・レポート 

２．加速度 ○    

３．落体の運動   ○ ○ 

運
動
の
法
則 

１．力とそのはたらき ○    a:三角関数やベクトルに興味

関心を持つ 

b:運動の法則の意味や考え方

が理解できる 

c:力のつり合いの式や運動方

程式が立てられる 

d:運動の法則の意味を理解す

る 

・小テスト 

・定期考査 

・ノート記述 

・テストの解

答の再提出 

・ 班活動の

様子 

・レポート 

２．力のつりあい   ○  

３．運動の法則  ○  ○ 

４．摩擦を受ける運動  ○   

後
期 

５．液体や気体から受ける力   ○  

仕
事
と
力
学
的
エ
ネ
ル
ギ
ー 

１．仕事 ○    a:仕事やエネルギーに関心を

持つ 

b:エネルギー保存が成立する

ときとしないときとが区別で

きる 

c:力学的エネルギー保存の法

則の式が立てられる 

d: エネルギーが保存される意

味を理解する 

・小テスト 

・定期考査 

・ノート記述 

・テストの解

答の再提出 

・ 班活動の

様子 

・レポート 

２．運動エネルギー   ○  

３．位置エネルギー   ○  

４．力学的エネルギーの保存  ○  ○ 

波
の
性
質 

１．波と媒質の運動 ○ ○   a:波の現象に興味を持つ 

b:波の媒質や波面の動きにつ

いて判断できる 

c:波の単元独特の表現や技法

になれて使える 

d:ホイヘンスの原理が理解で

きる 

・小テスト 

・定期考査 

・ノート記述 

・テストの解

答の再提出 

・ 班活動の

様子 

・レポート 

２．波の伝わり方   ○ ○ 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:技能         d:知識・理解 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単元）

の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付

けている。 


